
小中高が連携した防災ワークショップを開催

12月９日、増田中学校、増田小

学校、下増田小学校と本校が連携

し、仙台管区気象台の協力を得て、

防災ワークショップ「経

験したことのない大雨

その時どうする？」

を開催しました。地域の未来を担う若者と学校の防災リ

ーダーの育成を目的とし、各校の児童・生徒、教員の他、

仙台管区気象台、名取市防災安全課、名取市教育委員会

の皆様にもおいでいただき、64名が参加しました。これ

からも名取北高校では地域防災に力を入れて参ります。

志教育支援授業 増田中学校区 実践発表会開催

12月４日、名取市

文化会館で、志支援

事業 増田中学校区実

践発表会を開催し、

増田中学校、増田小

学校、下増田小学校

と連携して行っている名取駅前、美田園駅前でのあいさ

つ運動や名取・増田児童生徒サミット等の取組を発表し

ました。「わたしたちの力で まちを笑顔に」をテーマに

宮城県内からも多くの皆様

においでいただき、約700名

が参加する中、名取市の未

来について、小中高生合同

のメッセージを発表しまし

た。

実践発表会を終えて 名取増田児童生徒サミット会長

伊藤美早紀（２年・名取一中出身）

小中高４校が連携して行ったこの事業

は、６月から毎月１回行われている「あい

さつ運動」と、隔月行われる「名取・増田

児童生徒サミット」を中心に、北高生がリ

ード役となって行って来ました。

最初のあいさつ運動では緊張もあり、なかなか笑顔で

挨拶ができませんでしたが、回を重ねるにつれ、皆、笑

顔で大きな声で挨拶ができるようになり、町の皆様から

も笑顔で挨拶を返していただけるようになりました。

サミットでは「笑顔でつながるまち なとり」を目指

した工夫やその方法を出し合い、「あいさつで 広がる笑

顔 心の輪(和)」をスローガンに決定し、私たちにでき

ることを考えました。また、第３回では、名取市議会議

員の皆様にも参加いただきました。

サミットの会長として、小中学生を牽引できるか不安

でしたが、小中学生の活発な意見や笑顔が励みになり、

高校生メンバーや関係の皆様のご協力で、多くの皆様と

触れ合い成長することができました。ありがとうござい

ました。これからも、挨拶を通して繋がる環境を作るた

めに活動をして行きたいです。
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２学年 関西へ修学旅行 11月26～29日

初日はクラス別研

修、２日目は班別自

主研修、３日目午前

クラス別研修・午後

ＵＳＪ、最終日は奈

良と、関西の見学地

をそれぞれ絞り込み、充実した研修とともに仲間と過

ごした素晴らしい思い出を持ち帰りました。

修学旅行を終えて 修学旅行委員長

佐藤日和 （２年・大河原中出身）

学年全員の力で、素晴らしい修学旅行

ができました。水面に美しく映る金閣寺、

学力アップするようクラス全員でお参り

した北野天満宮、大阪海遊館でのエイや

サメとの触れ合い体

験、ＵＳＪでの楽し

いアトラクション、

薬師寺のお坊さんが

楽しく「何事にも前

向きに顔を上げて挑

戦すれば面白くなる」というお話をしていただいたこ

と、奈良公園と鹿、小雨の大阪城の風情など数多くの

場面と友人と過ごした思い出でいっぱいの修学旅行で

した。卒業旅行には再

び京都へ行こうと決め

ました。先生方を始め、

お世話いただいた皆様

に感謝を申し上げます。
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特別支援教育校内研修会を実施

12月１日、仙台市北部発達相

談支援センター 主幹兼学齢児

支援係長 蔦森武夫様を講師と

してお迎えし、「社会につながる

特別支援教育力‐自立した社会

人を育成するために‐」をテー

マに研修会を実施しました。本校以外の高校からも参加

いただき、発達障害を中心として、その理解と支援につ

いて学びました。出来る自分との出会いによる成功体験

の蓄積、安心できる居場所としての学校づくり等、「つな

がりあって、ともに歩む」社会の実現に向けた取り組み

について考えました。名取北高校はこれからも特別支援

教育を通した生徒支援に力を入れて参ります。

防災ワークショップに参加して

生徒会副会長 桂田航汰（２年・中田中出身）
昨年は中学生とワークショッ

プを行いましたが、今回は小学

生も参加し、小学生らしい自由

な意見で議論が大いに盛り上が

りました。このワークショップ

を通して、大雨による災害が起

きそうな時、どのように行動し命を守るかを自分たちで

考え、理解することができました。防災について若い世

代で話し合い、地域で考えるとともに、家族ぐるみで防

災に取り組みたいと思いました。
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書道部 宮城県高等学校書道展覧会で推薦（最高賞）に３点入選 12月５～10日、宮城県美術館で開催さ

れ、推薦（最高賞）３点（下記）、特選７点、金賞２点に入賞を果たしました。大學春奈さんの作品は、県高校生選抜

書展（毎日新聞社主催、10月13～18日仙台メディアテーク）で特選にも輝きました。

同窓会主催講演会 藤原いくろう氏 12月６日

音楽家の藤原いくろ

うさんによる「音楽の

すばらしさ」と題した

講演会が名取市文化会

館で開催されました。

クラッシックからポッ

プスまで幅広く活躍され、映画音楽監督のエピソードを、

実際の映像や生徒の実演を交えながら、「多角的な視点

を持つことで世界はもっと面白くなる」ことをお話いた

だきました。
【 宮城県名取北高等学校 】

〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田103

TEL 022-382-1261 FAX 022-384-8976

HP http://natorikita.myswan.ne.jp

mail chief@natorikita.myswan.ne.jp

（担当）教頭・町田尚彦

（学校だよりのご感想をお寄せください）
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光
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私
た
ち
観
光
物
産
協
会
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
の
開
催
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
製
作
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、
観
光
ツ
ア

ー
の
実
施
な
ど
、
市
外
の
方
た
ち
に
名
取
市
の
魅
力
を
伝
え
て
、
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
名
取
北
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
皆
さ
ん
、
「
観
光
」
と
い
う
字
は
、
「
光
」
を
「
観
る
」
と
書
き

み

ま
す
が
、「
光
」
は
「
そ
の
地
域
の
優
れ
た
も
の
・
宝
」
を
指
し
ま
す
。

で
は
、
皆
さ
ん
が
通
う
名
取
市
の
「
光
」
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

ま
ず
、
名
取
市
は
食
資
源
の
豊
か
な
街
で
す
。「
せ
り
」
は
、
江
戸
時

代
か
ら
栽
培
さ
れ
全
国
で
も
屈
指
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。「
閖
上
赤
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」

「
北
限
の
し
ら
す
」
な
ど
水
産
資
源
も
充
実
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て
い
ま
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。
日
曜
・
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日
に
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催
さ
れ
る
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ゆ
り
あ
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港
朝
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は
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く
の
人
で
賑
わ
う
人
気

の
観
光
ス
ポ
ッ
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。
ま
た
東
北
最
大
級
の
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墳
や
、
平
安
時
代
に

造
ら
れ
た
寺
社
仏
閣
な
ど
、
歴
史
資
源
も
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に
あ
り
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。
そ
し
て

皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
名

取
市
の
大
き
な
観
光
資
源
で
す
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昨
今
観
光
は
、
物
見
遊
山
的
な
も
の
か
ら
、
体
験
や
人
と
の
出
会
い

を
重
視
す
る
傾
向
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合

い
は
、
お
客
様
に
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
の
交
流
や
体
験
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
糧
と
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ボ
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ン
テ
ィ
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ら
ず
、
機
会
が
あ
れ
ば
名
取
市
を
訪
れ
る
方
た
ち
と
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流
し
、
ぜ
ひ
多

く
の
経
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
国
を
挙
げ
て
海
外
か
ら
の
誘
客

を
進
め
て
お
り
、
今
後
名
取
市
を
訪
れ
る
人
も
増
え
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
将
来
は
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
お
客
様
と
、
地
域
の
方
を
繋

げ
る
よ
う
を
場
も
作
れ
た
ら
よ
い
な
ぁ
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
場
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
誘
客
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「千字文」大學春奈

（３年・沖野中出身）

４文字からなる句

が250句（千字）か

らなり、一文字も同

じ字がありません。一文字に対す

る思い入れも強く、出来上がった

時の達成感は例えようがありませ

ん。その書で最

高賞を取れ、本

当に嬉しいです。

（作品は部分）

「礼器碑」倉田遥夏

（３年・六郷中出身）

この作品では、バ

ランス（横の並びを

揃える）、字の形（横

長の字で、細い所は細く、太い所は

太くの強弱）、「はたく」（隷書の特

長）に気を配り練習しました。高校

最後の書展で素

晴らしい賞をい

ただき、光栄に

感じています。

（作品は部分）

「蘭亭序」長田菜央

（１年・岩沼西中出身）

初の挑戦で仕上が

るか不安でしたが、

枚数を重ねるうちに

細かい字にも慣れ、

安定して書けるようになりました。

推薦という最高

賞をいただき、

努力が報われた

ようで嬉しいで

す。

（作品は部分）

県高校写真展 銅賞受賞 11月7～12日 宮城県美術館

猿渡あさひ（２年・柳生中出身）

家の前のツバメの巣

で親鳥がヒナに餌を

与える瞬間を待って

撮ることができまし

た。全国派遣を逃しましたが賞を

いただきとても嬉しいです。これ

からも技術を磨き、コンテストで

受賞することで、多くの人に観て

いただけるよう頑張りたいです。

講
師
の
遠
藤
い
く
ろ
う
氏
（
右
）

と
郷
内
知
明
同
窓
会
長
（
左
）

「命を守る防災教室」を実施

10月31日、１学年生徒対象に「命を守る

防災教室」を実施しました。災害の知識を

学ぶとともに、名取市消防本部より講師を

お招きし、災害時の行動や緊急時の移動等

の訓練を行いました。

緊
急
の
移
動
手
段
の
実
演


